Ａ４版　２段組　短歌・俳句の書式

短　歌

○○高等学校　三年　○○　△△
雑踏に紛れ込めぬままぽつねんと太宰携え世間をなじる

闇雲に振り上げる度空を切る私の掌すかすかの両手

流れ星なむなむと手を合わせてる願い事と死者への弔い
○○高等学校  三年  ○○　△△
青空に翼広げる渡り鳥我自由だと言わんばかりに
闇の中ひとすじ煌めく流星に何を願うか君の横顔
金色の夕空見上げる帰り道鞄の重さが今日の思い出
○○高等学校　三年　○○　△△△
くたびれた鞄の中にピンとした教科書押し込む三年の春
難解な文字を一文字写す度見上げる時計進まぬ秒針
問三の助動詞ましと白い紙心の中にも反実仮想
四限目に昼のおかずを予想して、噛んだ欠伸は美味しくなかった
俳　句
□□高等学校　二年　○○　△△△
かつかつと濁った緑に書き散らす
カーテンを踊らす風に目を細め
切れそうで切れることなき蜘蛛の糸
○○高等学校　三年　○○　△△△
全力で坂駆け上がり上気した
昼飯をすませ飛び乗るＪＲ
飛べぬまま木からこぼれた卵たち
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